
新
副
会
長
に

平
田
賢
一
氏

石
灰
石
鉱
業
協
会

本
社
、
営
業
部

を

移

転

上
陽
レ
ミ
コ
ン

内
航
船
効
率
化
等

で
事
業
者
公
募

資
源
エ
ネ
庁
ら

関
東
一
区
の
主
要
生
コ
ン
10
協
組
の
25
年
４
月
の
出
荷
実
績
が
出
揃
っ
た
。
前
年
同
月
比
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
の
は
東

関
東
、
湘
南
、
千
葉
中
央
、
千
葉
北
部
の
４
協
組
だ
っ
た
。
マ
イ
ナ
ス
の
う
ち
二
ケ
タ
減
は
東
京
、
千
葉
西
部
の
２
協

組
。
昨
年
度
後
半
か
ら
大
型
物
件
な
ど
の
着
工
が
続
い
た
こ
と
に
よ
り
、
今
年
度
は
順
調
な
滑
り
出
し
と
な
っ
た
協
組

が
多
く
み
ら
れ
た
。
一
方
で
、
工
事
費
の
高
騰
や
建
設
業
の
働
き
方
改
革
に
伴
う
職
人
不
足
な
ど
が
工
期
に
波
及
し
、

出
荷
数
量
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

東
京
協
組
は
15
・
９
％
減

の
20
万
１
千
㎥
。
マ
イ
ナ
ス

傾
向
は
続
い
て
い
る
も
の

の
、
主
要
駅
周
辺
で
大
規
模

再
開
発
が
複
数
で
進
行
し
、

安
定
し
た
民
需
が
み
ら
れ

る
。
さ
ら
に
各
種
大
規
模
公

共
施
設
や
学
校
関
係
、
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
へ
の
出
荷
が
あ

る
。
４
月
末
の
契
残
は
３
９

６
万
５
千
㎥
。

東
関
東
は
０
・
３
％
増
の

２
万
８
千
㎥
。
駅
周
辺
の
再

開
発
や
中
高
層
マ
ン
シ
ョ

ン
、
物
流
倉
庫
な
ど
へ
の
出

荷
が
あ
る
。
大
口
現
場
の
着

工
が
続
く
こ
と
に
よ
り
、
出

荷
量
回
復
に
期
待
が
か
か
っ

て
い
る
。
４
月
末
の
契
残
は

34
万
２
千
㎥
。

玉
川
は
６
・
９
％
減
の
５

万
１
千
㎥
。
一
部
で
工
期
の

延
長
な
ど
が
み
ら
れ
る
も
の

の
、
マ
ン
シ
ョ
ン
関
係
が
好

調
に
推
移
し
て
い
る
。
さ
ら

に
物
流
施
設
の
計
画
も
予
定

さ
れ
て
い
る
。
４
月
末
の
契

残
は
53
万
４
千
㎥
。

三
多
摩
は
４
・
７
％
減
の

５
万
７
千
㎥
。
こ
れ
ま
で
は

周
辺
部
に
お
い
て
物
流
倉
庫

が
目
立
っ
て
い
た
も
の
の
、

現
在
は
再
開
発
関
係
や
マ
ン

シ
ョ
ン
に
シ
フ
ト
し
て
い

る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
関
係
は
今

後
も
堅
調
な
需
要
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。
４
月
末
の
契
残

は
75
万
２
千
㎥
。

神
奈
川
は
３
・
６
％
減
の

８
万
２
千
㎥
。
３
カ
月
連
続

の
プ
ラ
ス
と
な
る
。
物
流
倉

庫
向
け
や
マ
ン
シ
ョ
ン
向
け

の
出
荷
が
堅
調
で
あ
り
、
今

後
も
大
型
再
開
発
工
事
な
ど

が
複
数
計
画
さ
れ
て
い
る
。

４
月
末
の
契
残
は
１
１
５
万

１
千
㎥
。

湘
南
は
３
・
３
％
増
の
６

万
４
千
㎥
。
マ
イ
ナ
ス
か
ら

プ
ラ
ス
に
転
じ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
主
流
で
あ
っ
た
物
流

倉
庫
向
け
の
出
荷
が
ひ
と
段

落
し
た
も
の
の
、
マ
ン
シ
ョ

ン
需
要
に
つ
い
て
は
今
後
も

見
込
ま
れ
て
い
る
。
４
月
末

の
契
残
は
62
万
８
千
㎥
。

埼
玉
中
央
は
０
・
２
％
減

の
11
万
８
千
㎥
。
こ
れ
ま
で

４
カ
月
連
続
で
プ
ラ
ス
で
あ

っ
た
が
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ

た
。
再
開
発
や
物
流
施
設
な

ど
で
一
定
の
需
要
が
見
ら
れ

て
お
り
、
今
後
も
安
定
し
た

出
荷
が
見
込
ま
れ
る
。
４
月

末
の
契
残
は
90
万
５
千
㎥
。

千
葉
中
央
は
４
・
７
％
増

の
３
万
９
千
㎥
で
３
カ
月
連

続
の
プ
ラ
ス
。
物
流
倉
庫
な

ど
に
よ
り
需
要
環
境
が
安
定

し
て
い
る
。
４
月
末
の
契
残

は
33
万
５
千
㎥
。

千
葉
西
部
は
19
・
５
％
減

の
４
万
１
千
㎥
。
主
な
物
件

は
物
流
施
設
や
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
な
ど
。
今
後
も
物
流
施

設
の
計
画
が
あ
る
ほ
か
、
マ

ン
シ
ョ
ン
関
係
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
４
月
末
の
契
残
は

47
万
２
千
㎥
。

千
葉
北
部
は
４
・
７
％
増

の
２
万
８
千
㎥
で
４
カ
月
連

続
の
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。
継

続
的
に
物
流
倉
庫
の
需
要
が

み
ら
れ
る
。
４
月
末
の
契
残

は
25
万
８
千
㎥
。

２
０
２
４
年
度
コ
ン
ク

リ
ー
ト
技
士
・
主
任
技
士

試
験
の
合
格
者
が
こ
の
ほ

ど
発
表
さ
れ
、
熊
本
県
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
組
合

の
組
合
員
で
講
習
会
に
参

加
し
た
中
か
ら
主
任
技
士

１
人
、
技
士
８
人
が
新
た

に
誕
生
し
た
。
工
組
で

は
、
講
習
会
等
を
通
じ
て

技
術
者
の
育
成
を
図
っ
て

お
り
、
令
和
に
入
っ
て
か

ら
は
計
21
人
の
主
任
技
士

を
輩
出
。
今
後
も
技
術
者

育
成
を
支
援
す
る
考
え

だ
。
今
回
、
主
任
技
士
に

合
格
し
た
河
北
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
工
業
（
熊
本
市
）

阿
蘇
工
場
の
桐
原
孝
介
係

長
（
38
歳
）
に
お
話
し
を

聞
い
た
。
（
以
下
、
本
人

談
）私

の
や
る
気
ス
イ
ッ
チ

が
な
か
な
か
入
ら
ず
勉
強

時
間
の
確
保
に
苦
労
し
ま

し
た
が
、
合
格
の
報
を
受

け
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら

解
放
さ
れ
て
ホ
ッ
と
し
て

い
ま
す
。
試
験
を
振
り
返

る
と
、
作
文
や
感
想
文
等

の
文
章
を
書
く
こ
と
が
も

と
も
と
苦
手
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
論
文
対
策
が
と

て
も
難
し
か
っ
た
こ
と
が

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

当
社
へ
は
、
土
木
会
社

で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い

た
時
に
、
監
督
さ
ん
か
ら

紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
入
社
し
ま
し
た
。

入
社
16
年
目
と
な
っ
た
現

在
、
技
術
課
に
お
い
て
品

質
管
理
の
仕
事
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。
お
客
様
の
ニ

ー
ズ
に
合
っ
た
生
コ
ン
を

安
定
供
給
し
、
お
客
様
か

ら
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た

だ
い
た
と
き
に
や
り
が
い

を
感
じ
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
諸
先
輩
方
に
は
到
底
及

ば
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
諸
先
輩
方
に
追
い

つ
け
追
い
越
せ
を
目
標
に

日
々
精
進
し
た
い
で
す
。

ス
ラ
モ
ル
は
、
金
子
コ
ン

ク
リ
ー
ト
（
神
奈
川
県
横
浜

市
、
金
子
雄
次
社
長
）
が
１

９
９
６
年
に
開
発
し
た
埋
め

戻
し
材
。
生
コ
ン
に
用
い
る

砂
の
ほ
か
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

が
ら
や
脱
水
ケ
ー
キ
を
粉
砕

し
て
製
造
し
た
再
生
砂
な
ど

と
セ
メ
ン
ト
、
生
コ
ン
の
製

造
に
伴
い
発
生
す
る
ス
ラ
ッ

ジ
水
を
練
り
混
ぜ
て
製
造
す

る
。
通
常
、
産
業
廃
棄
物
と

し
て
処
理
さ
れ
る
生
コ
ン
工

場
や
解
体
現
場
の
副
産
物
を

再
資
源
化
す
る
た
め
、
環
境

へ
の
負
荷
や
産
廃
の
搬
出
コ

ス
ト
を
低
減
で
き
る
こ
と
に

加
え
、
従
来
の
埋
め
戻
し
材

よ
り
も
流
動
性
に
優
れ
、
現

場
に
合
わ
せ
て
調
合
を
変
更

で
き
る
た

め
、
従
来
品

で
は
対
応
し

き
れ
な
か
っ

た
狭
い
場
所

や
斜
面
に
も

対
応
す
る
こ

と
が
可
能
と

な
る
。

河
島
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業

で
は
、
生
コ
ン
プ
ラ
ン
ト
で

セ
メ
ン
ト
と
ス
ラ
ッ
ジ
水
を

計
量
し
て
ミ
キ
サ
ー
車
に
搭

載
、
台
貫
・
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ

ヤ
を
設
置
し
た
工
場
敷
地
奥

の
サ
ブ
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に

運
搬
し
た
後
、
ヤ
ー
ド
に
備

蓄
し
て
あ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

が
ら
を
粉
砕
し
た
再
生
砂
や

回
収
砂
を
後
添
加
し
、
ミ
キ

サ
ー
車
ド
ラ
ム
内
で
攪
拌
し

て
ス
ラ
モ
ル
を
製
造
し
て
い

る
。
製
造
工
程
は
可
能
な
限

り
自
動
化
さ
れ
て
お
り
、
納

入
書
に
記
載
さ
れ
た
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
専
用
の
リ
ー
ダ
ー
で

読
み
込
む
と
、
ベ
ル
コ
ン
で

運
搬
さ
れ
た
砂
が
ミ
キ
サ
ー

車
の
ホ
ッ
パ
か
ら
ド
ラ
ム
に

投
入
さ
れ
、
台
貫
と
連
動
し

た
シ
ス
テ
ム
が
車
両
全
体
の

重
さ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
計

測
、
総
重
量
が
目
標
重
量
に

達
す
る
と
投
入
が
停
止
す
る

仕
組
み
だ
。

河
島
社
長
は
「
専
用
の
生

産
ス
ペ
ー
ス
が
な
け
れ
ば
本

来
の
生
業
で
あ
る
生
コ
ン
の

製
造
を
妨
げ
や
す
い
こ
と
も

あ
り
、
狭
あ
い
な
敷
地
に
生

コ
ン
の
製
造
設
備
が
密
集
す

る
工
場
の
多
い
城
北
エ
リ
ア

で
は
、
こ
れ
ま
で
ス
ラ
モ
ル

を
作
る
業
者
が
ほ
と
ん
ど
存

在
し
な
か
っ
た
。
当
社
で
も

10
年
ほ
ど
前
か
ら
作
り
た
い

と
思
っ
て
い
た
が
、
そ
の
た

め
の
敷
地
を
用
意
で
き
て
お

ら
ず
、
今
回
よ
う
や
く
生
コ

ン
の
製
造
と
は
切
り
離
し
た

形
で
既
存
の
顧
客
に
迷
惑
を

か
け
ず
製
造
で
き
る
体
制
が

整
っ
た
ほ
か
、
そ
の
仕
組
み

を
可
能
な
限
り
近
代
化
・
オ

ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
で
き
た

こ
と
で
、
事
業
と
し
て
本
格

的
に
ス
タ
ー
ト
す
る
運
び
と

な
っ
た
」
と
話
す
。

そ
の
う
え
で
、
事
業
化
に

よ
り
「
産
業
廃
棄
物
を
外
に

出
さ
な
い
、
と
い
う
生
コ
ン

工
場
の
あ
る
べ
き
姿
が
実
現

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期

待
し
て
い
る
。
産
廃
を
処
理

し
て
く
れ
る
業
者
の
数
も
減

少
し
て
い
る
一
方
、
ス
ラ
ッ

ジ
ケ
ー
キ
は
生
コ
ン
の
製
造

過
程
で
絶
対
発
生
し
て
し
ま

う
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ
れ

を
自
社
で
処
理
し
切
れ
る
体

制
の
確
立
が
今
後
も
生
コ
ン

を
造
り
続
け
て
い
く
う
え
で

不
可
欠
に
な
っ
て
い
く
」
と

の
見
解
を
示
す
。

レ
ベ
ル
コ
ン
な
ど
で
の
活

用
を
目
指
す
今
後
の
展
開
に

つ
い
て
も
「
骨
材
の
枯
渇
が

危
惧
さ
れ
る
昨
今
、
非
構
造

部
材
で
あ
り
、
バ
ー
ジ
ン
骨

材
を
用
い
る
の
は
、
コ
ス
ト

面
も
含
め
た
資
源
温
存
の
観

点
か
ら
非
常
に
も
っ
た
い
な

い
」
と
指
摘
。
「
ス
ラ
モ
ル

で
対
応
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

顧
客
の
要
望
に
も
環
境
面
で

の
社
会
的
要
請
に
も
マ
ッ
チ

し
た
形
で
レ
ベ
ル
コ
ン
の
製

造
を
『
ネ
ク
ス
ト
・
ス
テ
ー

ジ
』
に
引
き
上
げ
て
い
き
た

い
」
と
熱
意
を
語
る
。

過
去
に
ス
ラ
モ
ル
を
扱
っ

た
経
験
の
あ
る
清
水
義
宗
取

締
役
も
「
埋
め
戻
し
材
の
生

産
工
場
が
湾
岸
部
に
集
中
す

る
な
か
、
内
陸
に
ス
ラ
モ
ル

を
作
れ
る
工
場
が
あ
る
と
配

達
距
離
の
点
で
も
顧
客
に
メ

リ
ッ
ト
を
提
供
で
き
る
。
今

後
は
老
朽
化
に
よ
り
陥
没
し

た
道
路
の
埋
め
戻
し
な
ど
で

も
活
躍
の
場
が
増
え
て
い
く

だ
ろ
う
」
と
話
す
ほ
か
「
再

生
砂
は
重
機
や
人
員
を
か
け

て
均
す
作
業
が
重
労
働
と
な

る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
高
流

動
の
ス
ラ
モ
ル
に
す
る
こ
と

で
、
再
生
砂
の
活
用
促
進
を

通
じ
て
環
境
対
応
の
取
り
組

み
が
進
展
す
る
こ
と
も
大
き

い
」
と
強
調
す
る
。

同
社
で
は
今
後
、
月
５
０

０
㎥
、
年
間
６
０
０
０
㎥
程

度
の
出
荷
を
目
標
に
、
ス
ラ

モ
ル
の
製
造
・
販
売
事
業
を

展
開
し
て
い
く
構
想
だ
。

産
業
廃
棄
物
を
「
外
」
に
出
さ
な
い
工
場
へ

。
城
北
エ
リ
ア
を
中
心
に
事
業
を

展
開
す
る
河
島
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
（
東
京
都
板
橋
区
、
河
島
慎
吾
社
長
）
は
、
今
年

度
よ
り
生
コ
ン
工
場
か
ら
生
じ
る
ス
ラ
ッ
ジ
水
な
ど
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
作
る
高
流
動

埋
め
戻
し
材
「
ス
ラ
モ
ル
」
の
製
造
・
販
売
事
業
を
開
始
し
た
。
４
月
19
日
に
建
物
地

下
の
基
礎
の
埋
め
戻
し
材
と
し
て
、
実
現
場
に
約
30
㎥
を
納
入
。
今
後
レ
ベ
ル
コ
ン
・

均
し
コ
ン
な
ど
で
の
活
用
を
視
野
に
拡
販
を
図
る
考
え
だ
。

河河
島島
ココ
ンン
クク
リリ
ーー
トト
工工
業業

関東一区の
生コン需要

４
協
組
が
前
年
同
月
比
プ
ラ
ス

千
葉
北
部
は
４
カ
月
連
続
増

2244年年度度主主任任技技士士にに合合格格河島 慎吾社長

先輩目指し
日 々 精 進

ス
ラ
モ
ル
の
製
造
・
販
売
開
始

産
廃
外
に
出
さ
な
い
工
場
へ

河北生コンクリート工業

桐原 孝介係長

名
古
屋
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

協
同
組
合
（
内
田
昌
勝
理
事

長
、
36
社
39
工
場
）
は
４
月

契
約
分
か
ら
の
販
売
価
格
２

万
円
（
ベ
ー
ス
物
）
の
早
期

浸
透
に
よ
り
原
材
料
な
ど
の

コ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
確
実
に
補

て
ん
す
る
と
と
も
に
、
休
日

割
増
料
金
徴
収
な
ど
の
施
策

を
講
じ
完
全
週
休
２
日
制
の

導
入
に
向
け
た
環
境
を
整
え

て
い
く
方
針
だ
。

内
田
理
事
長
は
「
昨
年
か

ら
目
に
見
え
て
ゼ
ネ
コ
ン
施

工
物
件
の
土
曜
日
打
設
が
減

少
し
て
お
り
、
他
地
区
の
状

況
を
み
な
が
ら
組
合
員
工
場

の
土
曜
日
休
み
を
増
や
し
若

年
労
働
者
の
雇
用
促
進
に
つ

な
げ
て
い
く
」
と
話
す
。
休

日
の
増
加
に
よ
る
稼
働
日
数

の
減
少
に
対
応
す
る
た
め
に

「
平
日
の
打
設
集
中
に
備
え

た
ア
ジ
テ
ー
タ
車
の
確
保

や
、
傭
車
の
売
上
を
補
う
た

め
の
運
賃
引
き
上
げ
に
応
じ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
値
上

げ
の
機
運
を
盛
り
上
げ
て
い

く
う
え
で
夏
ご
ろ
ま
で
に
新

価
格
を
物
価
資
料
の
表
示
に

反
映
さ
せ
た
い
」。

協
組
の
２
０
２
５
年
度
の

出
荷
量
は
24
年
度
比
微
減
の

２
１
０
万
㎥
を
予
想
す
る
。

21
〜
23
年
度
ま
で
は
２
２
０

万
㎥
台
で
推
移
し
た
が
大
型

工
事
の
端
境
期
に
入
り
24
年

度
は
前
年
度
比
５
％
減
の
２

１
３
万
㎥
。
需
要
を
支
え
て

き
た
物
流
施
設
は
数
万
㎥
以

下
、
マ
ン
シ
ョ
ン
も
数
千
㎥

と
規
模
が
小
さ
く
な
り
、
名

古
屋
駅
前
や
栄
な
ど
で
市
街

地
再
開
発
は
続
い
て
い
る

が
、
大
型
工
事
は
来
年
以
降

と
み
ら
れ
る
。
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
関
連
は
新
駅
基
礎
工

事
が
来
夏
以
降
に
、
シ
ー
ル

ド
ト
ン
ネ
ル
の
部
材
の
間
詰

め
が
25
年
度
後
半
以
降
に
な

り
、
通
期
の
リ
ニ
ア
工
事
向

け
の
出
荷
量
は
24
年
度
並
み

の
５
万
㎥
前
後
で
推
移
す
る

見
通
し
だ
。

一
方
、
価
格
改
定
に
伴
う

駆
け
込
み
に
よ
り
３
月
末
の

契
残
は
１
７
０
万
㎥
（
２
月

末
対
比
40
万
㎥
増
）
に
の
ぼ

る
。
市
街
地
再
開
発
等
の
大

型
物
件
で
は
契
約
時
の
解
体

工
事
か
ら
躯
体
の
本
格
打
設

ま
で
２
〜
３
年
を
要
す
る
こ

と
が
多
く
、
旧
価
格
で
の
販

売
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
。
あ
る
組
合
員
工
場
は
３

月
末
の
平
均
売
価
は
前
年
同

月
比
㎥
２
千
円
程
度
上
が
っ

た
が
セ
メ
ン
ト
や
骨
材
等
の

価
格
上
昇
、
輸
送
費
上
昇
を

受
け
て
収
支
は
依
然
と
し
て

厳
し
く
、
原
材
料
や
運
賃
の

さ
ら
な
る
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
が

不
安
視
さ
れ
る
な
か
で
生
コ

ン
値
上
げ
の
早
期
浸
透
は
欠

か
せ
な
い
。
13
カ
月
条
項
に

の
っ
と
っ
て
旧
価
格
の
見
直

し
を
求
め
て
い
く
考
え
だ
。

24
年
４
月
契
約
分
か
ら
の

価
格
ス
ラ
イ
ド
の
見
直
し
は

高
強
度
品
を
中
心
に
効
果
が

得
ら
れ
て
お
り
「
見
直
し
の

裏
付
け
を
取
る
の
に
相
当
な

労
力
が
か
か
っ
た
が
、
ベ
ー

ス
価
格
の
改
定
よ
り
も
ゼ
ネ

コ
ン
か
ら
の
理
解
を
得
ら
れ

て
い
る
。
セ
メ
ン
ト
値
上
げ

に
対
し
、
再
度
の
価
格
ス
ラ

イ
ド
の
見
直
し
を
検
討
し
た

い
」。

名 古 屋
生コン協組

新
価
格
２
万
円
早
期
浸
透
を

週
休
２
日
導
入
へ
環
境
整
備

島
根
県
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
業
組
合
（
53
社
34
工
場
、

岩
﨑
哲
也
理
事
長
）
は
、
２

０
２
５
年
度
出
荷
想
定
を
前

年
度
比
13
・
０
％
減
の
32
万

７
千
㎥
と
し
た
。
24
年
度
に

需
要
を
け
ん
引
し
た
村
田
製

作
所
の
新
生
産
棟
が
落
ち
着

い
た
こ
と
な
ど
か
ら
大
幅
減

と
な
っ
た
が
、
松
江
市
や
出

雲
市
で
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

が
需
要
を
下
支
え
し
て
い

る
。
官
公
需
で
は
、
山
陰
道

整
備
を
見
込
む
ほ
か
、
26
年

度
以
降
に
は
、
浜
田
自
動
車

道
や
山
陰
自
動
車
道
（
安
来

道
路
）
の
４
車
線
化
な
ど
を

見
込
ん
で
い
る
。
な
お
、
23

年
度
実
績
は
40
万
９
千
㎥
、

24
年
度
実
績
は
37
万
８
千
㎥

と
な
っ
た
。

再
生
骨
材
は
路
盤
材
と
し

て
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

が
、
雲
南
市
と
近
傍
の
工
場

が
連
携
し
、
再
生
骨
材
を
活

用
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
交

通
量
の
少
な
い
農
道
に
お
い

て
試
験
舗
装
を
計
画
し
て
お

り
、
工
組
で
は
費
用
の
一
部

を
負
担
し
支
援
す
る
。

人
材
の
確
保
・
育
成
面
で

は
、
業
界
の
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
う
一
環
で
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
甲
子
園
へ
の
初
参
加
に

向
け
て
県
内
の
工
業
高
校
や

農
林
高
校
な
ど
へ
Ｐ
Ｒ
活
動

を
展
開
し
た
い
考
え
。
ま

た
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
技
士
や

主
任
技
士
の
講
習
会
、
社
員

研
修
会
、
経
営
者
セ
ミ
ナ

ー
、
技
術
研
修
会
な
ど
を
通

じ
て
組
合
員
の
育
成
を
図

る
。
ま
た
、
青
年
部
が
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
事
業
と
し
て
献

血
活
動
を
行
っ
た
ほ
か
、
総

会
後
の
工
組
設
立
50
周
年
式

典
や
祝
賀
会
に
向
け
た
準
備

を
進
め
て
い
る
。

石
灰
石
鉱
業
協
会
（
82

社
、
１
０
１
鉱
山
）
は
４
月

23
日
、
第
81
回
定
時
総
会
を

開
催
し
、
橋
本
康
太
郎
副
会

長
が
退
任
し
、
副
会
長
に
平

田
賢
一
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
常

務
執
行
役
員
が
新
任
し
た
。

森
川
玲
一
会
長
、
藤
津
二
朗

副
会
長
は
再
任
さ
れ
た
。

上
陽
レ
ミ
コ
ン
（
森
秀
樹

社
長
）
は
、
６
月
２
日
か
ら

本
社
お
よ
び
営
業
部
を
移
転

す
る
。

新
住
所
は
、
〒
１
０
１
‐

０
０
４
７
東
京
都
千
代
田
区

内
神
田
１
丁
目
14
番
６
号
福

利
久
ビ
ル
７
階
。
な
お
電
話

番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
変
更
は
な

し
。資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
と
国

土
交
通
省
は
、
２
０
２
５
年

度
「
運
輸
部
門
に
お
け
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
合
理
化
・

非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
推

進
事
業
費
補
助
金
（
内
航
船

革
新
的
運
行
効
率
化
・
非
化

石
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
推
進
事

業
）」の
補
助
事
業
者
の
公
募

を
開
始
し
た
。
公
募
期
間
は

５
月
29
日
ま
で
。
公
募
要

領
、
申
請
書
類
は
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
。

同
事
業
で
は
、
ハ
ー
ド
対

策
（
省
エ
ネ
船
型
、
高
効
率

プ
ロ
ペ
ラ
、
高
効
率
エ
ン
ジ

ン
な
ど
）
と
ソ
フ
ト
対
策

（
運
行
計
画
・
配
船
計
画
の

最
適
化
な
ど
）
の
組
み
合
わ

せ
に
よ
る
船
舶
の
省
エ
ネ
化

を
目
指
す
も
の
、
省
エ
ネ
化

に
加
え
て
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
使
用
す
る
機
器
の
導
入

に
よ
る
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
転
換
を
目
指
す
も
の
に

対
し
て
、
事
業
実
施
に
必
要

な
設
備
費
、
設
計
・
工
費
、

検
証
等
費
用
の
一
部
に
つ
い

て
補
助
を
行
う
。
補
助
率
は

２
分
の
１
以
内
。

島 根
生コン工組
25
年
度
想
定
32
・
７
万
㎥

再
生
骨
材
で
農
道
を
舗
装

セ
メ
ン
ト
協
会
は
こ
の
ほ

ど
、
東
京
・
北
区
の
同
協
会

研
究
所
の
見
学
会
を
実
施
し

20
人
ほ
ど
が
参
加
し
た
。

研
究
所
内
の
図
書
室
や
、

強
さ
試
験
室
、
物
理
成
形
養

生
室
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
各
種

試
験
室
、
化
学
分
析
室
、
機

器
分
析
室
、
電
顕
・
Ｘ
線
室

な
ど
を
見
学
。
ま
た
屋
外
に

施
工
さ
れ
た
１
Ｄ
Ａ
Ｙ

Ｐ

Ａ
Ｖ
Ｅ
（
早
期
交
通
開
放
型

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
）
な
ど

も
公
開
さ
れ
た
。

強
さ
試
験
室
で
は
、
同
研

究
所
の
最
重
要
業
務
の
一
つ

と
し
て
、
同
協
会
が
販
売
す

る
セ
メ
ン
ト
強
さ
試
験
用
標

準
砂
（
標
準
砂
）
の
作
成
・

供
給
が
紹
介
さ
れ
た
。
Ｊ
Ｉ

Ｓ

Ｒ
５
２
０
１
（
セ
メ
ン

ト
の
物
理
試
験
方
法
）
の

「
強
さ
試
験
」
の
結
果
は
、

セ
メ
ン
ト
の
性
能
を
評
価
す

る
上
で
重
要
な
要
素
で
あ
る

が
、
標
準
砂
は
そ
の
試
験
用

の
モ
ル
タ
ル
を
作
成
す
る
際

に
用
い
る
砂
。
標
準
砂
は
ド

イ
ツ
産
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
基
準
砂
と

の
誤
差
が
５
％
未
満
で
あ
る

と
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
フ

ラ
ン
ス
製
、
ド
イ
ツ
製
、
中

国
製
の
標
準
砂
も
展
示
さ
れ

た
。コ

ン
ク
リ
ー
ト
各
種
試
験

室
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

曲
げ
強
度
、
疲
労
強
度
、
摩

耗
に
関
す
る
試
験
な
ど
を
行

っ
て
お
り
、
実
際
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
上
を
タ
イ
ヤ
が
走
る

摩
耗
試
験
を
見
学
し
た
ほ

か
、
試
験
を
終
え
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
触
り
、
摩
擦
の
違

い
を
体
験
し
た
。

栃
木
県
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
組

合
（
岩
見
髙
士
理
事
長
）
は
４
月
１

日
、
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

し
た
。
左
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
Ｐ
Ｃ
、

携
帯
端
末
な
ど
で
ア
ク
セ
ス
で
き

る
。https://tochigikouso.jp/

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
組
合
の
概

要
や
組
織
図
、
組
合
員
工
場
一
覧
に

加
え
、
栃
木
県
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
品

質
管
理
監
査
会
議
に
よ
る
監
査
の
合

格
工
場
リ
ス
ト
な
ど
を
掲
載
。
今

後
、
県
内
生
コ
ン
業
界
の
品
質
お
よ

び
技
術
の
向
上
に
向
け
て
、
ウ
ェ
ブ

上
で
情
報
を
発
信
し
て
い
く
体
制
を

整
備
し
て
い
る
。

栃木生コン工組
ＨＰ開設し情報発信

研究所見学会を実施
セ協

標準砂の作成など紹介

▽
…
「
当
組

合
は
い
び
つ
な

労
使
関
係
で
あ

っ
た
労
働
組
合

と
離
れ
る
こ
と

で
一
致
団
結
し

経
済
状
況
を
完
璧
に
立
て
直
し
、

様
々
な
波
及
効
果
を
生
み
出
し
再
生

を
成
し
遂
げ
た
日
本
一
の
生
コ
ン
協

同
組
合
。
精
力
的
に
活
動
し
た
い
」

と
話
す
の
は
、
地
神
秀
治
大
阪
広
域

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合
副
理
事

長
。
テ
ク
ノ
・
ラ
ボ
大
阪
の
落
成
パ

ー
テ
ィ
ー
で
あ
い
さ
つ
し
た
。

▽
…
「
次
の
目
標
は
再
強
骨
材
の

普
及
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
リ
サ
イ
ク
ル

は
大
都
市
共
通
の
最
重
要
課
題
で
あ

り
出
荷
す
る
生
コ
ン
の
３
割
程
度

を
、
再
強
骨
材
を
使
っ
た
再
強
コ
ン

ク
リ
ー
ト
に
置
き
換
え
る
。
呼
び
強

度
27
以
下
の
配
合
で
は
十
分
に
品
質

を
担
保
で
き
、
品
質
保
証
の
方
法
も

確
立
し
た
。
東
京
の
生
コ
ン
業
界
も

取
り
組
み
を
参
考
に
し
て
ほ
し
い
」

日本一の生コン組合

疲労試験で破損した試験体

内田昌勝理事長

大阪広域生コン協組 地神 秀治副理事長

サブストックヤードでのスラモル製造風景
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